
3-1執行手続説明.docx  

【強制執行の種類】 

 お金の支払や建物明渡し等が記載された判決等の債務名義を取得したの

に，相手が支払や明渡しを任意にしてくれない場合は，その債務名義に従

って強制執行をすることができます。 

 強制執行の種類は，差押等を行う対象財産が何かによって分けられます

が，その大まかな種類は以下のとおりです。 

 

 

  

強 制 執 行 

不動産・自動車  

 相手の土地，建

物等の不動産や自

動車を差し押さえ

て売却し，その代

金を債権回収に充

てる。  

給料・預貯金

等（債権）  

 相手の給

料，賃料，預

貯金等を差し

押さえて，そ

れを雇主，賃

借人，銀行等

から取り立て

て債権回収に

充てる。  

家財道具等  

 執行官

が，相手の

家財道具，

商品類，貴

金属等を差

し押さえて

売却し，そ

の代金を債

権回収に充

てる。  

建物明渡し等  

 執行官が，強

制的に建物の明

渡しや物の引渡

し等を行う。  

(注 )どの財産に対する強制執行であっても，差押えの対象とする財産は自分で探し，決

める必要があります（裁判所が相手の財産を探すことはしません）。  

また，財産が見つかったとしても，価値が低い場合等は費用倒れになることもあります

ので，ご承知おきください。  
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【不動産競売手続と債権執行手続の比較】 

強制執行の手続のうち，最もよく利用される不動産競売手続と債権執行手

続の長所と短所について，比較して説明します。 

 

 

手続の種類 長所 短所 

不動産競売（債務者

が所有する不動産を

売却し，その代金を

債権回収に充てるも

の） 

○優先する債権者（抵当

権者，租税の滞納等）の

状況によっては，一度に

多額の債権を回収するこ

とができる。 

×申立時に，多額の予

納金が必要となる（７

０万円以上）。 

×現実に金銭を受領で

きるまで，時間がかか

ることが多い。 

×不動産を売却できな

い場合や優先債権者が

いる場合など，手続が

取り消される場合があ

る。 

債権執行（債務者が

有する銀行預金や給

料等の債権を債務者

に代わって受領する

ことにより，債権回

収に充てるもの） 

○現実に金銭を受領でき

るまでの期間が比較的短

い。 

○申立時の費用が比較的

安価である（当事者数な

どにもよるが，概ね１万

円程度）。 

×債権が存在しなかっ

た場合などは，金銭を

受領することができな

い。 


